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どひ　　まなぶ

こんどう　すすむ

御幸公園交差点に歩道たまり場を設置し、赤信号待ちの自転車・歩行者の　
安全性の向上を目的とした工事が平成19年3月２９日に完成しました。

　　国道１号国道１号 御幸公園交差点御幸公園交差点　　
「「歩道たまり場」設置工事が完成しました歩道たまり場」設置工事が完成しました

国  道
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　 ・朝ピーク時(8～9時)に自転車又は歩行者約自転車又は歩行者約400400人人((H18.6H18.6調査調査))が集中が集中。 　
　・交差点にたまり場がない交差点にたまり場がないため赤信号待ちで車道にはみ出て待っている　
　　危険な状況。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・歩道幅２ｍ歩道幅２ｍ（有効幅員（有効幅員1.51.5mm））と狭く自転車等とのすれ違いが出来ない状況。
　　　　　　　　　　　　

○ 御幸公園交差点の工事前の交通状況

□ 歩道たまり場設置による整備効果　　　

　 ・歩道幅を歩道幅を施工前２ｍ(有効幅員1.5m)から約６ｍ約６ｍに広げたことにより
　　赤信号待ちのスペースが確保赤信号待ちのスペースが確保され自転車・歩行者等の安全性が向上。
　　・また、自転車・歩行者等のよけあい・すれ違いが可能よけあい・すれ違いが可能。　　　　　　　　

　 ・道路利用者にヒアリング道路利用者にヒアリングを行った結果、今回の「歩道たまり場」設置
　 については、安全になったなどの意見安全になったなどの意見を頂いた。　　　　

　　　　
～～ 歩道が広がり自転車・歩行者の安全性が向上歩道が広がり自転車・歩行者の安全性が向上 ～～

　 ・今後は、多摩川大橋までの歩道拡幅について地元の意見を聞きながら
　　 調整を図っていきます。　

　　　　　　　　　

◇ 今後の取り組み



○ 御幸公園交差点の工事前の交通状況

　　・朝ピーク時（８～９時）に自転車又は歩行者約自転車又は歩行者約400400人人((H18.6H18.6調査調査))が集中が集中。
　 ・交差点にたまり場がない交差点にたまり場がないため赤信号待ちで車道にはみ出て待っている　
　　 危険な状況。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 ・歩道幅２ｍ歩道幅２ｍ（有効幅員（有効幅員1.51.5mm））と狭く自転車等とのすれ違いが出来ない状況。
　 ・道路脇へのゴミ捨てにより沿道環境が悪化。　　　
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交通量（自転車・歩行者）

朝ピーク8～9時
自転車：105台（633台／12時間）

歩行者： 5１人（285人／12時間）

朝ピーク8～9時
自転車： 215台 （800人／12時間）

歩行者：　 60人（332人／12時間）

■調査日：平成18年6月6日(火)7:00～19:00　　（昼間１２時間）
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□　歩道たまり場設置による整備効果　　　

　・歩道幅を歩道幅を施工前２ｍ(有効幅員1.5m)から約６ｍ約６ｍに広げたことにより　
　　赤信号待ちのスペースが確保赤信号待ちのスペースが確保され自転車・歩行者等の安全性が向上。　　
　　・また、自転車・歩行者等のよけあい・すれ違いが可能よけあい・すれ違いが可能。　　　　　　　
　・道路利用者にヒアリング道路利用者にヒアリングを行った結果、今回の「歩道たまり場」設置

については、安全になったなどの意見安全になったなどの意見を頂いた。　　
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　・今後は、多摩川大橋までの歩道拡幅について地元の意見を聞きながら

調整を図っていきます。　

◇　今後の取り組み
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　 ◇歩道が広くなって良かった、狭くて危険だった。

◇信号待ちの人がいると通り抜けが出来なかった。　　　　　　　　

　◇多摩川大橋までの歩道も広げて欲しい。下り坂で自転車がスピード
　　を出し毎年接触事故を起こしている。　　　　　　　　　

道路利用者　　
ヒアリング結果


